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平和のメッセージ力強く伝わった！     

～第２６回きらめく星のコンサートで 宮うた合同演奏～    齊藤智子（紫金草） 

７月１６日に４年ぶりに、「第２６回きらめく星のコンサート」が仙台市戦災復興記念館で開催さ

れました。宮城のうたごえは、2010 年からの参加です。今回は参加団体１１のうち、以前から参

加していたのは５団体だけでした。残念ながら、やはりコロナ禍で活動できなかった団体もあった

のかもしれません。宮城のうたごえは、松本康子先生の指揮、髙橋侑子さんのピアノで「へいわのう

た」「あれから、今も」（「おじいちゃんから孫たちへ」終曲）を約５０名で演奏しました。 

聴きにいらした方の感想を紹介します。 

「宮城のうたごえ、素晴らしかったです。 

やはり大人数での合唱は迫力がありました。 

平和のメッセージが力強く伝わってきまし 

た。後藤東陽先生も喜んでいらっしゃるで 

しょう。」「平和を求める力強く素晴らしい 

合唱でした。５０人を超えると訴える力が 

違いますね。指揮、伴奏、歌い手の皆さん 

の強い思いが一つになっており、会場全体 

が一体になっていたように感じました。」                     

 

雑花塾コンサート inせんだい ～今こそ この時代を映しだす歌を！～       

7月 21日（金）パトナホール 約 120名の参加者で 

＜寄せられた感想＞ 

「沖縄、LGBT 等、様々な問題を声高に叫ぶのでなく、 

優しくしみじみ考えさせてくれる歌声・・・」 

「トークの内容、歌詞、たくさん考えさせられました。 

今夜のコンサートは、ぬるま湯に浸っている自身の意 

識を、平和を守る、差別をなくす、安心して生活して 

いける社会を目指すために自分ができることをしてい 

かなければならないと考えさせてくれました。」  

「初めて聴く曲なのになつかしい感じがしました。」「最初から感激しました。とてもよかったです。」 
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宮うたの演奏（勝然さんのギターで） 

 

河北新報 7 月 31 日の夕刊に載りました！ 

石巻では、満員のお客様の前で 

 



宮城県原爆死没者追悼平和祈念式典に参加して    宮うた会長 齊藤智子 

７月２３日には、宮城県原爆被害者の会主催で第３７回原爆死没者追悼平和祈念式典が仙台市戦

災復興記念館の展示ホールで開催されました。 

錦町公園にある「いのり像」のプレートに刻まれている「銘文」（詞原文：宮城県原爆被害者の会 

編詞・作曲：高平つぐゆき）を、今年は「合唱団ふきのとう」13名で演奏しました。 

平和宣言は仙台二華中２年の井上達弦（たつる）さん。「唯一、核兵器の恐怖を体験した日本が『核

の傘』に甘んじていてよいのでしょうか。変わらないままでいいのでしょうか。日本には現状を変え

る力があります。日本だからこそできることがあります。……僕も日々、小さくてもアクションを起

こし続けて、まだ見えていない未来をつくっていきたいです。」と語りました。 

来賓あいさつでは、広島 G7 で核兵器廃絶どころか核抑止力を容認したことが複数の野党議員か

ら怒りをもって語られました。また大内真理県議は、原爆被害者の会の木村会長からかつて被爆の

体験を聞いたときの衝撃を涙ながらに語られました。 

「全国青年のうたごえ祭典 in 愛媛」に参加して        武藤順子（若星 Z☆） 

私達仙台合唱団若星 Z☆は、7月 15～17日に開催された 

全国青年のうたごえ祭典 in愛媛で精一杯頑張ってきました！ 

青年祭典には 8名で参加しましたが、参加できなかった仲間 

も、青年祭典に向けた練習をする傍らで、録音と共有、どう  

聞こえるか指摘、譜面台作りに率先して携わり、皆で参加し 

た青年祭典になりました。 

前夜祭では、ゲストとして呼ばれ大変緊張しましたが、ス 

テージを思い切り楽しみ、愛媛青年とのコラボでは会場を更 

に盛り上げることが出来ました。合唱発表会では見事優秀賞（総合 2 位）を獲得。全国の青年との交流 

では絆を深めあい、また観光ととても有意義な時間を過ごすことが出来ました。皆様から頂いたカンパ 

は、8 団体 11 個人から 209520 円 (2023 年 7 月 19 日現在）になりました。皆様のご支援に心か 

ら感謝を申し上げます。今回の詳細を後日うたごえセンターに掲示して、ご報告とさせて頂きます。  

本当にありがとうございました！ 

 

「2023日本のうたごえ祭典 in北海道」（8月 25,26,27日）まで、もうすぐ 

以下の団体が出場します！ 皆さん、熱中症にはくれぐれも注意して、がんばってきてください！ 

25 日 一般 B    ：仙台合唱団      小編成：若星 Z☆ C57  交流の部１：どらごえサークル 

27 日 職場の部  ：紫金草合唱団  D51 合唱団  ひまわり  セデス 

      オリジナル：「月のうさぎ見上げて」(C57) 「カフェ ら・めーる」(コンブリオ) 「車軸探傷」(D51) 

「歌っているときゃ青年」(ダルセーニョ)   「じいちゃんのねがい」(紫金草) 

 

◎核兵器廃絶のための６・９行動   6 日（日）・9 日（水）14 時～15 時 仙台駅ペデストリアンデッキ 

   メーデー歌集・平和歌集をもって参加しましょう！ 熱中症対策も忘れないでくださいね。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023東北のうたごえ交流会 inふくしま  9月 16日（土）13時 ～ 9月 17日（日）12時 

  メイン会場・宿泊：「季の郷・湯ら里」 南会津郡只見町大字長浜字上平 50 ☎0241-84-2888 

    参加費 3000円  日帰り 1500円  宿泊料（一泊２食）15000円（和室 4～5名） 

 ＜内容＞ 16日（土） 講演   郷土写真家 星 賢考さん                      

分科会  A「湯ら里」前庭うたう会   B ブナの森うたう会 

                  C 奥会津自然探索ツアー（1200円） 

            大交流会  

      17日（日） 合唱講習会「風に願いを 水に願いを」「ふる里からの手紙―楢葉より―」 

  宮城での申し込み締切 8月 19日（土）厳守！ 各団でまとめて事務局まで連絡ください。 


